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発掘調査概報

序 文

富士見村は、古墳や埋蔵文化財の包蔵地も多く、古来から先人たちの文化の

営まれた地と考えられていまーした。

今回の窪谷戸、見眼A 、見眼B 三遺跡の発掘調査は、いずれも県営は場整備

事業にともなうもので、本格的な発掘調査としては村ー内で二番目のものといえ

ます。

本調査によれ主に古墳時代の遺跡であった田中田遺跡に次ぐ奈良・平安時

代の遺跡、また縄文時代の遺跡や中古E世の掘立柱建物祉なども確認することが

できました。富士見村・の古代史解明の足がかりとして大きな収穫であったと考

えます。

私たちの祖先がたど った歴史の痕跡である文化遺産を保護し、その活用を図

り、文化の向上と郷土愛の精神を養うことが、発掘調査の目的ですが、ほ場整

備による遺跡の破壊を最小限度にとどめるために、工事計画の変更もしていた

だきました。また、やむなく破壊せねばならないところは、出来る限り綿密な

調査を行ない、その記録保存につとめました。

ここに、その概要を報告いたします。

最後に、今回の発掘調査にあたり、ご協力をいただきました工事関係者の方

々、その他大勢の方々のご協力に深く感謝の意を表して序とします。

昭和60 年 3 月

富士見村教育委員会

教育長 林 己未治



例 仁コ

l. 本書は昭和59 年度県営富士見地区ほ場整備事業に伴う群馬県勢多郡富士

見村大字米野所在の窪谷戸遺跡、見眼A 、見眼B 遺跡、の発掘調査概報であ

る。

2. 発掘調査は、昭和59 年 7 月15 日から 12 月25 日まで実施した。

3. 発掘調査は群馬県教育委員会文化財保護課の指導をうけて富士見村教育

委員会の直営事業として行ない、主に調整事務を船津幸弘(富士見村教育

委員会社会教育課長)が、調査を調査担当者・西田健彦(群馬県教育委員

会文化財保護主事)として、樺沢元治(富士見村教育委員会社会教育課係)

羽鳥政彦(同臨時職員)が行なった。

4. 本書の作成は H の執筆を樺沢が、それ以外の執筆、図版作成、編集等は

羽鳥が行なった。

5. 発掘調査にあたり下記の機関の方々の御教示、御協力を賜った。記して

感謝いたします。

群馬県教育委員会文化財保護課

前橋土地改良事務所

富士見土地改良区

北橘村教育委員会

柿沼恵 介 右島和男

(敬称略)
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I 遺跡の位置と歴史的環境

〈位置〉

窪谷戸、見眼A 、見眼B の三遺跡は、赤城山南麓の橘川、法華沢川に挟まれ

た台地上に位置する。

赤城山南麓を比較的ゆるやかに下ってきたこの台地は、標高 250m ラインを

境にして、やがて微地形を形成しだす。台地の東端部は、法華沢川に沿 って南

北に長い支尾根を形成し、この支尾根上に沼田街道の旧米野宿の家並が立ち並

ぶ。台地の中央部と西端部には、小さな舌状台地が形成される。

見限A 遺跡は、この支尾根の北端部、旧米野宿の家並が切れる標高約 250m

のところに位置する。また、見眼B 遺跡は、見眼A 遺跡の西南方に 100m 程離

れ、中央の舌状台地が形成されはじめる標高240'" 250 m 付近に位置する。さ

第 1図 遺跡位置図

らに、窪谷戸遺

跡は、見眼B 遺

跡の乗る舌状台

地の東南端部、

標高220'" 230 m 

のところに谷地

に面して位置し

ている。現状は

おおむね桑畑と

なっている。

① 九十九IJI古l貨

@ 田'"1"田遺跡、

@ 丸山城力1:

④ )'( 1lド遺跡

⑤ 窪科戸遺跡;

⑥ 見限A 遺跡

⑦ 見限B 遺跡

③ 龍の口遺跡



〈歴史的環境〉

群馬県遺跡台帳には、本村の86 か所内遺跡所在地があげられている。また、

昭和26 年村誌発行に際して行なわれた調査によっても多くの遺跡包蔵地が確認

されている。それらによると、特に縄文時代前期・中期と、古墳、奈良、平安

時代の遺跡が多いようである。

しかし、現在までに発掘調査を経て確認された遺跡は数少ない。群大史学研

究室によって行なわれた 8 基の古墳の調査の他には、先年度にほ場整備事業に

伴って行なわれた、横室の田中田遺跡(縄文時代前・中期、古墳時代前~後期

と、今年度県立歴史博物館によって試掘が行なわれた龍の口遺跡(旧石器・縄

文時代前期)の 2例だけである。

米野地内の遺跡包蔵地を概観すると見眼A 、B 遺跡の北に数基の古墳があり

窪谷戸追跡の西に弥生時代、縄文時代中期の遺物を出土した尺神遺跡、南に丸

山城祉等がある。

-ー "d 



E 発掘調査に至る経過

富士見村及び隣接する北橘村にまたがる 588ha におよぶ県営ほ場整備事業

は、富士見地区において計画面積 480h a 、事業期間 7 年の予定で、昭和58年

度からスター卜した。

本年度は場整備事業の行なわれた米野地区では、窪谷戸、見眼、尺神、丸山

の 4 地区が群馬県遺跡台11 長に記載されており、遺跡保護と記録保存のために工

事着工前に発掘調査することを前橋土地改良事務所と確認しあった。

6 月 8日、県文化財保護課、前橋土地改良事務所、当村土地改良課の立ち合

いのもとに遺物の分布調査を実施した。その結果、丸山及び尺神は、今年度事業

の範囲内に迫物散布はみられず、窪谷戸、見眼では多量の土器 ・石器の散布を

確認したので、この地区について調査を行なうことになった。

しかし、この 2 地区だけでも調査面積は約 1 万ぱと広範であり、また、調査

計画をたてるためにも遺跡の範囲と遺構数をより具体的に把握することが必要

となった。そこでまず窪谷戸地区の試掘を行ない、遺跡の破壊を最小限度に止め

るために工事計画の変更等を協議し 、最終的な調査範囲を確定した。また見眼

地区については、桑等畑作物の収穫時期を考慮して 8月下旬に試掘を行ない、

再度協議することとなった。

7 月14 日、前橋土地改良事務所と埋蔵文化財調査委託契約を締結し、 8 月 9

Hから本格的な発掘調査に入った。
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E 発掘調査の方法と経過

(方法〉

調査区域を重機によって試掘を行ない、遺構が検出された区域について本調

査を行なった。本調査は全面発掘を行なった。

主に測量の為に縦幹線のセンター杭を基準として 10mX 10m のグリッドを設

定し、窪谷戸i皆跡の南西端の外側に位置する杭を 0 - 0 とし、そこから東と北

へ算用数字を割りつけていき、東南杭を各グリッドの呼称とした。見眼A 、見

眼B 遺跡も窪谷戸遺跡からの続き番号でグリッドを設定した。

遺構は、各遺跡ごとに通し番号を付けたが、土t広については、グリッドごと

に番号を付けた。

窪谷戸遺跡では、縦幹線とその東のカ ット部分を A 区、支線とその東側カッ

ト部分をB 区と便宜的に呼称して調査を行な った。

(経過〉

調査は窪谷戸遺跡より開始した。試掘は 7 月中に済んでいたので 8 月初旬よ

り本調査を行ない、 50 軒の堅穴住居を主とする多数の遺構、遺物の出土をみた

窪谷戸の調査は 10 月で終了し、終了時点に併せて県道下の試掘を行な ったが遺

構は検出きれなか った。

また.支線の南側に念の為に試掘を入れたところ、 一条の講を検出した u

見眼地区では、 9 月中旬に縦・横幹線のセンターに沿って重機による試掘を

行なった。試掘は全線にわた って行なったが、縦幹線は台地南端部から村道ま

での約 150m 、横幹線は東端から約 100m の部分に遺構・遺物の出土が限られ

たため、この区間のみ本調査を行なった。横幹線を見眼A 、縦幹線を見限B と

呼称、し、都合により①見眼A (古代以降)②見眼B ③見眼A (純文時代)の順

序で調査を行なった。全ての調査が終了したのは、当初の計画通 t) 、12 片下旬

であった。
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W 遺構と遺物の概要

1. 窪谷戸遺跡

縄文時代の遺構は、堅穴住居担l: 1軒、土拡 2 基と少なく、包含層中から

の遺物の出土も少なかった。縦幹線の北端部に検出された J 1号住は、

3.5mX3.5m の規模をもっ方形住居である。南東部の半分程は、耕作に

よって削平されており、遺存状況は悪いが、炉社中より片口付深鉢 1個が

出土し、床面直上から打製石斧が出土した。柱穴、壁、溝、貯蔵穴等は検

出されていない。

J 1 号士拡は、 J 1 骨住北方13m 程の所に検出された径1. 7 m の不正円

形を呈す土拡である。底面は平担で 7 cm 上位から深鉢の底音防f出土してい

る。時期は、住居祉、土拡とも前期前半と思われる。

奈良・平安時代の堅穴住居祉が本遺跡の中心的な遺構である。総数50 軒

程検出された。

17 号住居土l上は、縦幹線の南端に検出されたもので、東西4.3 mX3.85m 

の規模を呈す若干縦長の長方形住居である。壁高は60cm 前後を測り、遺存

状況は良好で、ある。東壁と西壁のはほ中央に各 1個の主柱穴が確認された

カマドは、東壁南寄りに設けられ、カマド前面を中心に須恵器台付埼 2 個

体、土師器部・鉢・窒各 1 個体がほぼ完形の状態で床面上より出土した。

16 号住は、 17 号住の北壁土に一部重複して検出された、 2.55mX3. 1 m 

の南北に長しり卜型の長方形住居で、検出面からの掘り込みは浅いが遺物の

遺存状況は良好である。カマドは、東壁の南端近くに河原石を用いて構築

されており、羽釜 1個体と台付塙 3 個体が出土している。

また、床面直上から小型杯 2 個体、台付坊 2 個体、灰粕陶器椀 1個体、覆

土中から台付出 1 個体が出土している。 17 号住は奈良時代、 16 号住は平安

時代の住居祉である。

溝は 13 条検出されたが、そのうち 2 条は土層断面による検出だけであふ

残り 11 条のうち 4 条からは遺物が多量に出土している。 8 号溝は、支線東

- 5 ← 



側のカット部分に検出されたもので、上端幅0.8 m、底部幅0.4 m、検出面よ

りの深き 0.8 m を担IJ り、長さ 29m 程が調査された。走向は、東西方向で調査区

外に延びている。断面形は、底面平担な逆台形状を呈し、流水によるものと思

われるピットが多数形成されていた。溝低位の砂利中及びピット内の砂に混じ

って多量の遺物が出土した。時期は奈良 ・平安時代のものが多い。

井戸祉は、支線の北端に検出された径 2 m 程の円形を呈し、深さは約 5m 程

の素堀りの井戸である。遺物の量は少ないが、高台付班、土師器の杯・査など

が出土しており、平安時代ごろのものと思われる。

竪穴住居士止状遺構は、支線中位からカット部にかけて 3 棟程検出された。 50

号住は、 3mX4m 程の長方形で、壁に沿って柱穴が多数検出された。 49 号住も

同様な規模で50 号住の西側に位置するが、その問にも長方形の堅穴状掘り込み

柱穴等が多数あり、調査区域外の部分を挟んで45 号住まで遺構が連続している

可能性がある。

遺物が何も出土していないため、時期については判然としないが、他の遺構

との重複関係により中世以降のものである。

土t広は、縄文時代のものを除いて30 基程調査した。遺物を伴うものはわずか

で、時期も判然としないが、覆土遺物等から判断して平安時代ごろのものが多

いと思われる。規模は径 1 m前後の円形を呈すものが多い。

ピット群は、カット部分の北側から支線にかけて検出された。ピット中より

奈良・平安時代の遺物が多数出土しており、堅穴住居士止とピットの重複がなく

あたかもビット群を取り囲むような形に堅穴住居祉が位置しているので同時期

のものと思われるが、掘立柱建物土止、柵列など明確に判断できる遺構はなかっ

た。
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窪谷戸遺跡 住居土l上一覧表

No 形状 規 模 かまど 遺 物 重 複 日寺 問 備 考

l 長方形 305X4 ∞ 東壁南寄 土師様、郎.長薯片 な し 真問 撹乱激しい

2 長方形 (220) x 310 東(壁石組南端) 
羽釜片

な し 国分 債乱激しい
土釜片t不

3 (長方形) X 470 不明
灰粕皿、コ字ロ縁聾

な し 国分 f費乱激しい須恵沌a高台付椅

4 長方形 380 x 一 (東壁中央) な し 不明

5 長方形 420 x(270) (南壁) 土師器保 な し 不明
鬼両期の可能性が
ある。

6 不明 240 y. 不 明 土器片 な し 不明

7 長方形 320 x 375 東壁南寄 土師器開費 な し 真問 壁上溝部撹全周乱激しい

8 不整方形 275 x 315 東壁南寄 号車片 腕 な し 国分 f魔乱激しい。

9 長方形 310 x 370 袖東壁石南寄 土器片 11 → 9→ 10 国分

10 不明 不 明 東壁袖石
羽釜土釜

11 → 9→ 10 国分灰粕t宛

11 長方形 310 x 440 東壁南袖寄石 コ字口縁褒 11 → 9→ 10 国分

l2a 不明 不 明 東壁石組 須コ字恵器ロ縁カメ 12b → 12a 
国分 西側路線外

→13 

l2b 不明 ー- x 320 東壁南寄 須東器I平不 12b → 12a 
真問 西側路線外土師器I 刀子 →13 

13 不明 一 x 390 東壁南寄 灰羽粕釜片片 号車片 12b → 12a 
国分 西側路線外

石組 →13 

14 長方形 410 x 460 東壁 稿FF24 寄 な し 国分

15 不明 一 x 350 東壁南寄 土師器一杯費 な し 真問 西側路線外

16 長方形 255 x 310 東壁南端組 羽釜、灰柑域、台
17 → 16 国分

(石) 付筑 Jド

17 長方形 430 x 385 東壁南寄 土師器須曹、杯、鉢 17 → 16 
真間 柱穴 2恵器腕 17 → 18 

18 不明 不明 東壁 土釜 17 → 18 国分

19 不整方形 275 x 270 東壁南寄 土師器亦 片 な し 真間 撹乱激しい

20 (長方形) (160) x290 不 明 費片 なし 不明 東側削平

羽釜片、コ字ロ緑カ
21 長方形 345 x 445 東壁南寄 メ片.土師器台付尚 22 →21 国分

須恵器、腕

22 方形 250 x 260 東壁南寄 土師器杯、費 22 →21 真問

23 方形 340 x 380 (東壁南寄) 土器片 な し 真問 撹乱激しい。

24 長方形 (265) x320 (東壁南寄) 椀 な し 国分 東側削平

25 方形 4∞x 445 陳壁ほL1"中央 土師器奏、杯、1宛 な し 真間 主柱(他穴に2壁柱穴 4) 

7 



No. 形状 規 模 カ=まど 遺 物 重 複 時期 備 考

26 不明 340 x ー 東壁南寄 土師器杯、刀子 ( 5号溝) (真問)

27 長方形 275 x 320 東壁南寄 現片 な し (国分)

28 不明 一 不 明 土師器寮 不明 ほとんど路線外

29 不 明 一司 x 340 不 明 編土物師器石I干 29→30 真問 西側路線外

30 方 形 455 x 510 東壁南寄 羽釜台付I宛 29-30 
国分 壁柱貯穴 2 ピット

42 1，→ 30 3 蔵穴 1

31 長高形 420 x 330 東壁中央 土師器j不 な し 真問

32 方形 350 x (380) 東壁中央 土師器j事費 な し 真間 撹乱激い、

33d 長方形 220 x 310 東壁南寄
須恵器腕 33 b→35 

国分
j天利腕片 → 33a 

33 b 長方形 310 x 250 東壁 土師器斐 』宛
33b →35 

真問
→33a 

34 不明 一ー x 450 東壁南寄
土師j不

真問 西側路線外須恵j是純白蓋，

35 方形 41 0 x 38 0 東壁南寄 土師器杯~~泌総 33 b →35 
真 l出→ 33a 

36 不整方形 390 x 360 東壁中央 土師器褒 な し 真間 南側削平

37 長方形 360 x 300 東壁南寄 土師謹子器 j不
須 器i不 (37 → 8 号諸 真問

38 不明 330 x ーー (南壁) 土師器j不 な し 真問

39 不整方形 370 x 385 東壁中央 土師恵昔皆川
須 署長片 な し 真間 主柱穴 i

40 方形 420 x 390 東壁中央 土師器保 (4令+7号構) 真問 主柱穴 4

41 不明 一ー X 335 東壁 42a → 41 不明

42a 方形 325 x 310 東壁 土師器i不
42a → 41 

真問
42a →4~ b 

不明 不 明
42a →42 b 

不明42b 42b → 30 

43 不明 400 X 一不 明 土師器杯 な し 真問 南側ほとんど削平

44 不明 3α) x ーー 不明 な し 不明 南側ほとんど削平

(45) 不明 330 x ーー な し (中世)

46 不明 ー × 不 明 須恵器片 46 →47 不明 壁潜

47 長方形 300 x 200 不明 土師器片 46 →47 不明 住居か疑問あり

48 長方形 240 X 170 な し な し な し 住居か疑灰1(1f」Lti 貯蔵
穴中に 商)

(49) 長方形 (250X 38 0) な し な し な し (中世)

(50) 長方形 (3∞X4oo) な し な し な し (中世)

(時期f主調査時の所見によるため変更される可能性があるj
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見眼A 遺跡

本遺跡からは縄文時代、奈良平安時代、中近世の遺構、遺物が検出された。

縄文時代の遺構は竪穴住居祉 2 軒と土拡'約40 基である。 J 1号住は調査区域

の西端に同期の他の遺構か、ら離れて検出されたもので径 4 m 程の円形状を呈し

東側に張り出し部分がある。床面はほぼ平担で主柱穴と恩われるピットも検出

されたが、炉、壁溝、貯蔵穴等は検出できなかった。覆土上位から床面まで土

器片によって埋め尽くされていた。

土拡は、調査区域の東端部30m 程の範囲に集中して検出された。形状は径 1

m 前後の円形を呈すものが多〈、断面形は鉢状のものが多い。数基を除きほと

んどの土がよから遺物が出土している。遺物は土器片が主であるが、埋護が 3

個体、完形の深鉢 1 個体、完形に近い深鉢 3 個体が出土している。石器は、打

製石斧、磨石、凹石を主として、石皿、石錐、石匙、石鍛、磨製石斧等が少数

出土している。

遺構の時期は、住居祉が中期前半、土拡は中期後半のものが多く、前半のもの

は少ない。

なお、遺構の時期は異なるが、 1 号溝からも多数の石器、土器片が流れ込み

の状態、で出土している。時期は、中期後半のものが多いと思われる。

奈良・平安時代は、竪穴住居祉と掘立柱建物祉である。竪穴住居祉は 9軒調

査したが、そのうち完掘できたのは 3 軒だけである。 2 号住は 3mX3.2m の

方形住肘で、床面から炭化材が多量に出土しており、焼失家屋と思われる。カ

マドは東壁中央に設けられ、北壁東寄りに主柱穴が検出された。遺物は土師器、

須恵器片が少量出土しただけである。全体的に該期住居祉の逝存状況は良くな

く、完制できた遺構の数も少ないため、造物も少ないが、 5 号住から刻字され

た石製紡錘車と鉄製紡錘車が出土していることが特筆される。

tJm立柱建物品!:は 2 棟検出された。規模は 3 間X 2 間と 2 間X 2 間である。な

お、周囲には多数のピット、ピット列が検出されているので、この 2棟以外に

もいくつかの建物:l:J!:が区域外へ延び、ている可能性がある。

- 9 ー



中近世の遺構は、 2 条の溝が検出された。

l 号溝は調査区域の中程に検出されたもので、上幅13m 、深さ1. 8 m を測る。

走向はほぼ、南北を示し、西側は上端から底部までなだらかに掘り込まれている

が、東側は上端から一旦急激に60cm程落込み、 4 m 程の平担部からさらに底部

に向か つて急傾斜で掘り込まれているの底部幅は 3 m 程で、東に若干傾いている

がほぼ、平担であり、底面は踏み固められている。現在の地害IJ が溝の走向と 合っ

ていることや、造物、離土等を考え合わせると近世以降のものと思われるが、

流水痕が明確でなく、底面も固められていることから、古道の可能性もあり、

旧道沼田街道との関連が注目される。

見眼A 遺跡 住居土止一覧表

No. 形 状 規 十英 か ま ど 遺 物 荒被 時期 考 |

l 方 形 450 x 500 東盛itj寄 土川端 斐 ~ し 真 |日l 三1.:姐41 』-穴 6
( て替えか ?l

2 方形形 300 x 320 東壁南省 須|二:問虫、i器総片長 な し 真 問 主地失主1:家穴尿1 

3 不 明 430 x イ、 明 土師探片 ィ~ I~I 真 川
北側路線外
iot:i・1(1

4 不明 350 x 司、 MJI 4 → 5 真 11 ¥1 IYi京11 1.11路線外

5 方 形 450 x ー (東照)
1:川j総 売lE 3t鉄Z中j製i 
ii'M rI¥ll' イi 4 → 5 同分 けHllJ l路線外
書rJ!W -I'. 1':íl í 山~ 11 、

6 長方形 260 x 310 東 ~，j; こ|一師協片 ずd巴L し 真 1/:1

7 不 明 ー× 司、 明 土師松材、 イ; Iリi 真 川 北京路線外

8 不明 300 x ー イ4 明 土日ili総 i司、夜 8 → 8 l空 1/:1 rHillJ l路線外

9 不 明 34 5 x ー イJ l財 須定、岩 主Jf 9 ← 8 J"~ 11¥1 市11111 路線外

見眼B 遺跡

本遺跡では竪穴住居祉、掘立柱建物証l:、溝土止 等が検出された。

竪穴住居祉は14 軒が検出されたが、 完掘できたのは 6軒だけであり、他は半

分以上が調査区域外へ伸び、調査された部分も耕作によ って撹乱されており、

全体的に遺存状況は良くない。 3 号住も西側の半分以上が調査区域外で、 東附

寄りのごく 一部分が調査できただけであるが、 遺物の遺存状況は良好で、カマ

10 



ド及びその前面からはほ完形の護 3 個体、土師器のよ不3 個体が出土している。

時期は奈良時代と思われる。

5号住は平安時代の住居祉で、奈良時代の 4 号住の東・南壁土に乗る形で検

出きれた。 2.9mX3.7m の長方形を呈し、東壁南寄りに石組のカマドが設け

られている。遺物は少ないが、赤褐色を呈し薄手な土師器の羽釜 1 個体、いわ

ゆる土師質の羽釜 1 個体と須恵器の羽釜片が出土している点が興味深い。他に

鉄鉱と鎌と思われる鉄製品が出土している。

掘立柱建物祉は 3 棟検出された。 1 号掘立は 2 問x3 聞の規模で、南側にさ

らに 2 例の柱穴列が並行しており、庇等の付属施設の可能性がある。 2 . 3号

掘立は、内部が浅い竪穴状に掘り込まれ、床状に踏み固められているので、土

聞の建物跡であ ったと恩われる。遺構に付随する遺物は無いので時期は判然と

しないが、柱穴内の埋土等を考えると中世以降のものと思われる。

溝土止は 5条検出された。 2号溝は、2・3 号掘立に先向するもので、上端幅1.

7m 、底部幅 1m 、深さ 0.7 m を測る。底面は平担で、断面形は逆台形状を呈

す。走向はほぼ、南北を示し、区域外へ延びている。用途は不明である。

その他の遺構として、集石士以 1基、 長方形土拡 3 基、特殊遺構 1基がある。

特殊遺構は、 0.8m X 1. 8m の長方形の土拡で、西壁中央部に径0.5 m の半

円形の張り出し部分がある。壁面は全面にわた って良〈焼けており、内部に40

crn程の台石が 2 個すえられ、炭化材によって埋め尽くされていた。また、鉄釘

が 3 本出土しており、火葬墓の可能性もある。時期は掘立遺構より先向すると

思われるが、半IJ 然としない。
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見眼B 遺跡 住居士止一覧表

No 元手 状 規 模 かま ど 遺 物 重 複 時 11 円 備 考

1 不整方形 500 x 460 東商壁摩南南端苓 須土師恵器器地I不 な し 真!日]
拡張作り替えかワ
主柱穴 4 箆溝

2 不明 一 x 320 
東壁南寄 土師探11 、 国分 西!日1]路線外
袖石

3 不明 一 x 305 東壁南寄 土師器i不 殺 真問 西側路線外

4 方形 480 x 480 商~~南苓 土師司T 11 、褒 4 → 5 真間
主柱穴 4 J¥'f蔵穴

須 j不蓋 1 壁1非合:周

5 長方形 290 x 360 東石壁組南寄 羽釜鉄 鍛 4 → 5 国分

6 不明 一 x 450 不 明 台付1宛 一 国分 東似1]路線外

7 不明 一 x 410 司ご Ij)j 破片少量 司 n月 東側路線外

8 銅遺立構 (撃穴) 状

当初竪 穴住民社と 想定して調 査 NO.2 

9 NO.3 
/1 

10 不明 一 東監 土師昔日j不 (真|問) 凶官ll] 路線外

11 長方形 320 x 400 東壁南寄 土師骨~l不・斐 ずみ し 真 fllj

12 不明 一 x 430 東壁南平存 須恵、昔日I不主主
土師禄 一 真]ilj 西slJ]路線外

13 長方形 230 x 270 東問南省: 破片少量 な し 真 11' ，]

14 不明 東!J;七 羽2在片 国分

15 方形 320 x 345 東壁南寄 き住 fif、]j宛 な L 11(1 分

16 不明 一 一 イ~ IUI f東仕官RlLlHi 敗メーj域し外い
一 」
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第 2 図窪谷戸遺跡遺構分布図
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第 7図見眼 B 遺跡遺構分布図
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写真 1
窪谷戸遺跡遠景(南西から)

写真 2

窪谷戸遺跡、縦幹線とその

東側カット部分全景(南から)
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写真 3
窪谷戸遺跡支線全景(南から)

写真 4

窪谷戸遺跡、 支線の

東側カット部分全景 (西から)
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写真 5
窪谷戸遺跡 J 1 号住全景

(北から)

写 真 6 窪公戸遺跡 J 1号住炉内遺物出土状態

(西から)
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写 真 7 窪谷戸遺跡 16 ・17 号住全景

(西から)

写真 8
16 号住遺物出土状態
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写真 9

窪谷戸遺跡 17 号住

遺物出土状態、 (北から)

ー 〉

'主導判 舟喝弘

一戸
刻~，"，>

y 

恥 A

:.;;'川

守、
持~崎

写真 10

窪谷戸遺跡

25号住全景

24 

(西から)



写真 11
窪谷戸遺跡 .37 号住遺物出土状態全景

(西から)

十 25 一

写真12
窪谷戸遺跡住居重複状況(北東から)

(29 ・30 ・41 ・42 号イ主)



写真 13
窪谷戸遺跡

14 号住居跡 カマド出土状態 (北西から)

写 真 14

窪谷戸遺跡 10 ・11 号住カマド遺物出土状態(西から)
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写真 16

窪谷戸遺跡

33b 号住居祉

遺物出土状態

(西から)

写真 15

窪谷戸遺跡 3 号住居士lr.

遺物出土状態(南から)

写 真 17 2:6号住居跡 遺物出土状態 (北から)
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写真 19

窪谷戸遺跡 8 号溝全景

(北東から)



写真 20
窪谷戸遺跡井戸祉全景

(東から)

十 四 一

写真 21

窪谷戸遺跡竪穴住居祉状

遺構群全景 (東から)



写真 22

竪穴住居状遺構 (50号住)

全景 (北から)

写真 23

窪谷戸遺跡 作業風景
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写真 24

見眼A 遺跡全景 (西から)

写 真 25

見眼A 遺跡作業風景
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写真 26
見眼A 遺跡東端

遺構出土状況一古代以降(西から)

写 真 27

見眼A 遺跡東端

遺構出土状況縄文時代(西から)

32 



写真 28
見眼A 遺跡 J 1 号住全景

写真 29

見眼A 遺跡 J 1 号住

遺物出土状態 (北から)
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写真 30

見眼A 遺跡 41 -27G 6号士拡

セクシヨン (南から)

写真 31

見眼A 遺跡 41 - 28G 1号士拡

遺物出土状況 (南から)
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写 真 32
見眼A 遺跡 41 - 27G 

1 号土拡遺物出土状態(南から)

写真 33
見眼A 遺跡 41 - 27G 1号土拡

遺物出土状態 (北から)
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写真 34

41 - 28G 
2 号土拡

遺物出土状態

写真 35
41 - 29G 

I号土拡

遺物出土

状態

(北から)

《
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写真 36
40 - 27G 
8 号土拡

遺物出土状態

(北から)



写 真 37 見眼A 遺跡 2 号住

遺物出土状態全景 (西から)

写 真 38

見眼A 遺跡 5号住

遺物出土状態(南から)
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写真 39 見眼A 遺跡 1 号掘立

(東から)

写真 40 見眼A 遺跡 1号溝 (西から)
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写真 41

見眼B 遺跡全景(北から)

写真42 見眼B 遺跡 1 号住全l景 (西から)
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写真 43

見眼B 遺跡 3 号住

遺物出土状態 (西から)

写真 44

見眼B 遺跡 3 号住

遺物出土状態(南から)
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写真 45

見眼B 遺跡 4 号住居祉全景

(東から)

写 真 46
見眼B 遺跡 5 号住居土U:全景

(西から)
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写 真 47
見眼B 遺跡 15 号住居祉全景

(西から)

写真 48

見眼B 遺跡掘立柱建物群

と2 号溝 (北から)
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写 真 49

見眼B 遺跡 1 号掘立

(北から)

写真 50

見眼B 遺跡特殊遺構

遺物出土状態 (東から)
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